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背景

理数教育では、「理数探究基礎」「理数探究」を新設。

他の教科でも、「古典探究」「地理探究」「日本史探究」

「世界史探究」を新設。

• 文部科学省の取り組み

① 学習指導要領の見直しや入試制度

② センター試験の改革

③ 大学入試においてポートフォリオの活用

※ 国際競争力を向上させるための人材育成を目指す。

• 2019年4月より、「総合的な探究の時間」の開始。



本校での取り組み

• 東京都理数アカデミー指定校である本校（中高一貫校）

探究学習（中学校3学年, 高等学校1学年, 高２選択）

担当教諭によるゼミ形式（平均：中3生12人, 高1生20人）

期間：各学年１年間

• 東京都教育委員会の開発委員として教材開発

① 探究学習フレームワーク（PC×Rサイクル）

② コモンルーブリック

③ 評価シート



「総合的な探究の時間」における評価基準
（コモンルーブリック）探究学習フレームワークと

コモンルーブリック

東京都教育委員会開発委員会



探究学習の3つの柱

（１）課外活動の充実（高１探究, 科学探究部）

（２）探究スキルの学習(中１, 2)

（３） PC×Rサイクルとルーブリックの活用(中３, 高１)

探究スキル（８つの力） 参照引用元：大学生のためのリサーチリテラシー入門（山田剛史／林創 著, ミネルヴァ書房

① 聞く力
（傾聴する態度、批判的に聞く目線）

⑤ 読む力（読解力）
（文献概要の把握、クリティカルシンキング）

② 課題発見力
（課題の把握、検証計画の立案）

⑥ 書く力（執筆力）
（学術的文章〔論文・報告書〕の書き方）

③ 情報収集力
（文献検索、図書館の使い方）

⑦ データ分析力
（サンプルの取り方、統計処理、検定手法）

④ 情報整理力
（Word, Excel, PowerPoint, PDF, 著作権）

⑧ プレゼンテーション力
（まとめ・表現、聞き手を意識したプレゼン）



課外活動などにより興味関心を高める

東大地震研による防災探究授業

（高１探究 向ゼミ）
江の島の海生生物サンプル採取

研究機関への見学 野外実習

出前授業 科学の祭典などへの参加

サイエンスアゴラ出展

光触媒国際研究センター（東京理科大学）

藤嶋昭教授による特別講義



Pepperの活用方法

探究スキルの向上
エレベーターピッチと探究マンダラートの活用

エレベーターピッチ探究マンダラート

「カナダの国立公園の生態系再生プラン」の発表



中・高校生による学会発表

（高１探究 向ゼミ） X線分析顕微鏡（XGT）を
用いた甲殻類の口器先端部のBr蓄積の研究

（中３探究 向ゼミ）
微小部蛍光Ｘ線分析法を用いたプラナリアの元素分布

2018年10月 Ｘ線分析討論会（東京理科大学）2019年9月 第90回 日本動物学会大阪大会口頭発表



探究成果

（2019年度）科学コンテスト等の受賞一覧（抜粋）

第90回 日本動物学会大阪大会（中高生の部） 優秀賞

第11回 坊っちゃん科学賞 研究論文コンテスト 入賞

第17回 生活をテーマとする研究・作品コンクール 優秀賞

第63回 東京都児童・生徒発明くふう展 入賞

サイエンスキャッスル2019 関東大会（口頭発表） ICU賞, 優秀賞

第19回 日本情報オリンピック予選 敢闘賞

参加発表した学会（2019年度以降）

2019年3月 日本動物学会関東支部大会

2019年9月 日本動物学会（大阪大会）

2019年10月 X線分析討論会（福島大会）

2019年11月 サイエンスキャッスル（シンガポール大会）

2019年12月 中谷医工計測技術振興財団科学振興助成金成果発表会

2020年３月 環境探究学研究会定例大会（東大地震研）予定



探究活動を通して、以下の結果が得られた。

（１）探究学習フレームワークやルーブリックの活用

① 生徒自身による探究方法の理解と振り返りが可能

② 探究学習精度の向上

（２）学会発表や論文作成を通して向上した探究スキル

①「得られたデータから客観的に解釈し、情報から主張をつくる力」

②「反論を想定する力」、「反論に対処する力」

③「コメントや質問を理解する力」

（３）企業連携や研究機関訪問

① 最先端技術に触れることによる生徒の興味関心の向上

（４）探究活動を通して、ESDにもつなげることができた。

まとめ


